
プロジェクトの概要
本拠点では、「消費から“変環”へ～無理なく楽しく、資源・エネルギーを皆で
共創し、資源のない日本を資源国へ～」をビジョンに掲げ、従来の生産・消費
・廃棄の概念を変革し、未利用だった資源・エネルギーに価値を見出し利活
用する “変環（変換×循環）”をキーワードに、市民自らが生産に参加する、
資源・エネルギー自立型共創社会を目指す。
本拠点活動では以下の3つをターゲットとした取組みを行う。
①どこにでもある未利用資源・エネルギーの価値化・見える化
これまで着目されていなかった未利用資源・エネルギーから候補を見出し価値
付け、可視化する。
②まちでの未利用資源・エネルギーの利活用
新たな“変環”資源・エネルギーに対して、それらを利活用するための技術開発
を行う。
③“変環”ライフスタイルの醸成と教育
“変環”STEAM教育の場を提供し、創資源・創エネルギーへのマインドチェンジ
を市民全体へ波及させる。
本拠点には、名古屋大学が強みとする材料科学分野のうち特に資源・エネ
ルギー分野の研究者と、既に研究実績がある企業群が結集しており、先端技
術を用いた高いレベルで開発から実装までを実施する。また、名古屋大学の
附属中高・博物館・スタートアップ事業と連携し人材育成を行うとともに、名古
屋大学未来社会創造機構Future Society Studioでの活動を活かし、市
民・企業・自治体・大学が総合知によって社会課題解決に向けて協働する。
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研究開発課題1「未利用資源・エネルギーの把握・価値化・可視化」の目標 年度

中間目標 “変環”に使える資源・エネルギーのモニタリング・需給マッチングシステム構築 2025

PoC達成目標 “変環”に使える資源・エネルギーのモニタリング・需給マッチングシステムによるマッチングの試行 2028

最終目標 都市全体の未利用資源・エネルギーのモニタリング・需給マッチングシステム構築 2031

研究開発課題2「ユビキタスな未利用気体の変環技術の開発」の目標

中間目標１ ユビキタスガス利用に必要な捕捉・変換要素技術の開発 2025

PoC達成目標１ 低濃度ユビキタスガスの捕捉と変換技術の統合技術の確立 2028

PoC達成目標２ ユビキタスガス変環技術の最適化利用モデルの構築 2029

最終目標 ユビキタスガス変環による、自立的資源利活用の実証実験 2031

研究開発課題3「ユビキタス材料による変環技術の開発」の目標

中間目標 合金種と組成比の決定による電池・デバイス性能の仕様確定と最適化 2024

PoC達成目標 実際の電池・デバイス作製とその評価技術の確立と参画企業内での市販化に向けた大量生産に関する共同研
究の締結

2028

最終目標 改良した電池・デバイスに対して想定する社会で求められる性能の技術要素を統合し、実証実験 2031

研究開発課題4「ユビキタスな未利用熱の変環技術の開発」の目標

中間目標１ 要素技術がラボレベルで完成 2024

中間目標２ ループ型ユビキタス排熱回収・利用ネットワークシステムの構築手法の確立・ケーススタディ実施 2024

PoC達成目標１ 住宅スケールの熱輸送システムが企業との共創により完成 2028

PoC達成目標２ システム構築のキー要素技術（熱平衡デバイス・熱搬送・制御システム）の完成 2027

最終目標１ 未来型熱・電気ハイブリッドZEHを建設し、通年のエネルギー評価完了 2031

最終目標２ 街区規模でのループ型ユビキタス排熱回収・利用ネットワークシステムの実装 2031

研究開発課題5「ユビキタスな未利用熱の変環技術の開発」の目標

中間目標１ “変環”STEAM教育の構築とプロトタイプ版実施準備完了 2025

中間目標２
子供、学生を含む市民とのワークショップにより身近な未利用資源・エネルギーを見つけ、
その有効な利用方法を提案する

2024

PoC達成目標１ “変環”STEAM教育のプロトタイプ版の事業評価及びフィードバック完了 2028

PoC達成目標２ 子供、学生を含む市民とのワークショップにより未来の住宅・集合住宅のあり方を提案する 2027

最終目標 市民と提案した未来型熱・電気ハイブリッドZEHを見学、宿泊体験により、その効果を実感する 2031

拠点名称：セキュアでユビキタスな資源・エネルギー共創拠点
代表機関：東海国立大学機構名古屋大学
プロジェクトリーダー：松田 亮太郎（名古屋大学大学院工学研究科教授）
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ユビキタス廃棄物からのオンデマンド燃料ガス化技術の開発

高価値な物質資源創出のためのユビキタスガス変環技術の開発

再評価された資源・エネルギーの需給
実証実験

把握・再評価する資源・エネルギー累計80項目提案・確定

水素抽出による小規模発電の実装化、都市構造物が有する金属資源
の再利用の広域でのケース・スタディ2か所

森林のポテンシャル把握のケース・スタディ2か所

未利用の要因把握

マッチングシステム開発

“変環”STEAM教育構築
“変環”STEAM教育プロトタイプ版の実施 “変換”STEAM教育事業化、横展開

先行事例調査、WS

未利用資源・エネルギーの探索
利用方法の検討 未来の住宅・ビル・まちのあり方の検討 未来型熱・電気・資源ハイブリッド“変環まちづくり”

最適な材料による電池開発

性能が最適化されたデバイスの開発 開発したデバイスの実証試験

熱輸送要素技術開発 住宅設備用システム開発 未来型熱・電気ハイブリッドZEH建設

ユビキタス排熱回収・利用ネットワークシステム
構築のためのケーススタディ

ユビキタス排熱回収・利用ネットワーク
システム開発 ユビキタス排熱回収・利用ネットワークシステム実証試験

アルミニウムペースト・産廃シリコンを利用した
エネルギーハーベスト技術の確立

最
終
目
標

P
o
C
達
成
目
標

最
終
目
標

中
間
目
標

最
終
目
標

中間
目標
１

タ
ー
ゲ
ッ
ト
2

ま
ち
で
の
未
利
用
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用

P
o
C
達
成
目
標

中間
目標
２

PoC
達成
目標
２

PoC
達成
目標
１

中間
目標
１

中間
目標
２

PoC
達成
目標
１PoC

達成
目標
２

中
間
目
標

未利用要因を取り除く提案

水素抽出小規模発電の実装化、都市
構造物金属資源の再利用の広域での

ケース・スタディ4か所

森林のポテンシャル把握4か所

マッチングシステム試行

最
終
目
標

ガス変環技術による
資源スマートグリッドの
構築と実証実験

ガス資源サプライ
バランスの最適化

ガス資源供給の多
チャネル化

自立型ガス変環
システムモデルの構築

中
間
目
標

P
o
C
達
成
目
標
１

P
o
C
達
成
目
標
２

ガス変環技術統合による
資源創出手法の開発

最
終
目
標

拠点名称：セキュアでユビキタスな資源・エネルギー共創拠点
代表機関：東海国立大学機構名古屋大学
プロジェクトリーダー：松田 亮太郎（名古屋大学大学院工学研究科教授）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	拠点最終確認用：拠点ロードマップ公開版_第3・共創・名古屋（松田PL）_修正版.pdfから挿入したしおり
	スライド 1
	スライド 2


